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フ
ァ
ー
ブ
ル
」
は
、
杉
並
区
産
の
野
菜
を

使
っ
た
パ
ス
タ
の
ほ
か
、
ピ
ザ
、
カ
レ
ー
、

和
定
食
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を

ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
で
味
わ
え
る
飲
食
ス

ペ
ー
ス
。
店
内
に
は
自
由
に
閲
覧
で
き
る
絵

本
が
常
時
２
５
０
冊
置
か
れ
、
毎
週
土
曜
日

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
階
に
あ
る
「
演
劇
資
料
室
」
は
、
演
劇

の
図
書
館
で
す
。
現
代
日
本
で
活
躍
す
る
劇

作
家
の
戯
曲
７
０
０
０
冊
の
ほ
か
、
上
演
台

本
、
人
形
劇
や
サ
ー
カ
ス
、
落
語
、
演
芸
関
係

な
ど
の
本
を
収
蔵
し
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日

ま
で
館
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
地
下
２
階
の

「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー
ル
」
と
「
座
・
高
円
寺
２
」

の
共
有
ロ
ビ
ー
は
「
G
a
l
l
e
r
y
・
ア

ソ
ビ
バ
」
と
い
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
お
り
、
絵
画
や
写
真
、
書
な
ど
の

ア
ー
ト
作
品
を
月
替
わ
り
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
ホ
ー
ル
で
の
公
演

が
な
い
日
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
品
創
造
に
必
要
な
け
い
こ
場
、

作
業
場
、
音
響
・
映
像
作
業
室

建
物
の
地
下
３
階
に
は
、
け
い
こ
場
、
作

業
場
、
音
響
・
映
像
作
業
室
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
。
け
い
こ
場
は
３
室
あ
り
、「
座
・
高

円
寺
」
で
上
演
す
る
公
演
の
稽
古
を
中
心
に

企
画
事
業
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た

こ
こ
で
は
二
年
制
の
演
劇
学
校
「
劇
場
創
造

ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
通
年
で
開
講
し
、
俳
優
や

演
出
家
、
劇
場
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
。
さ
ら
に

地
域
の
社
会
人
を
対
象
に
し
た
「
大
人
の
た

め
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

劇
団
『
座
・

高
円
寺
』」
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
な
の
作
業
場
」
の

会
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
場
は
「
作
業
場
１
」（
道
具
製
作
）、

「
作
業
場
２
」（
衣
裳
製
作
）、「
音
響
・
映
像

作
業
室
」
の
３
つ
の
部
屋
に
分
か
れ
て
お

り
、「
座
・
高
円
寺
」
主
催
お
よ
び
提
携
公

演
の
舞
台
美
術
や
衣
裳
、
小
道
具
、
音
響
・

映
像
の
製
作
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

場
で
は
、
中
学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た

も
の
づ
く
り
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
じ
っ
く
り
も
の
づ
く
り
塾
」
も
開
催
し
て

お
り
、
半
年
以
上
か
け
て
製
作
し
た
小
道
具

や
衣
裳
、
最
近
で
は
着
ぐ
る
み
を
作
っ
て
地

下
２
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
催
し
に
対
応
で
き
る

３
つ
の
個
性
的
な
ホ
ー
ル

「
座
・
高
円
寺
」
に
は
、
３
つ
の
個
性
的

な
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。「
座
・
高
円
寺
１
」

は
、
演
目
に
よ
っ
て
舞
台
と
客
席
の
形
状
を

自
由
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
小
劇
場
。
客

席
の
椅
子
が
動
か
せ
る
の
で
、
舞
台
の
両
サ

イ
ド
を
客
席
に
し
た
り
、
舞
台
の
三
方
を
客

席
で
囲
む
こ
と
な
ど
も
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
「
座
・
高
円
寺
」
主
催
の
舞
台
や
杉
並
区

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
日
本
劇
作
家
協
会
の

公
演
、
地
域
の
祭
り
と
連
動
し
た
催
し
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
座
・
高
円
寺
２
」
は
、
固
定
席
を
備
え

た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
区
民
ホ
ー
ル
。
区
民
を

中
心
に
使
い
た
い
人
は
ど
な
た
で
も
申
し
込

み
で
き
、
プ
ロ
の
演
劇
や
ダ
ン
ス
、
音
楽
、

映
画
上
映
、
お
笑
い
、
落
語
な
ど
の
ほ
か
、

区
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
や
集
会
、
発
表

会
、
講
演
会
な
ど
に
も
広
く
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー
ル
」
は
、

高
円
寺
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
阿

波
お
ど
り
の
練
習
や
普
及
振
興
に
優
先
的
に

使
用
す
る
ホ
ー
ル
。
通
常
は
椅
子
と
テ
ー
ブ

ル
は
設
置
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
移
動
式
の

も
の
を
設
置
し
て
集
会
や
会
議
な
ど
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
、
資
料
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

ホ
ー
ル
以
外
の
施
設
も
充
実

館
内
に
は
、
カ
フ
ェ
や
演
劇
資
料
室
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
観
劇
に
限
ら
ず
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り

ま
す
。
２
階
に
あ
る
「
カ
フ
ェ 

ア
ン
リ
・

「座・高円寺２」

「演劇資料室」

「座・高円寺１」
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舞
台
芸
術
の
創
造
と
発
信
、
区
民

の
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
に
開
館

Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
円
寺
駅
北
口
か
ら
徒
歩
５

分
、
線
路
沿
い
に
建
つ
杉
並
区
立
杉
並
芸
術

会
館
「
座
・
高
円
寺
」
は
、
今
か
ら
15
年
前

の
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
５
月
に
開
館
し

ま
し
た
。
こ
の
地
に
あ
っ
た
建
物
が
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
改
築
す
る

運
び
と
な
り
、
当
時
の
杉
並
区
に
は
な
か
っ

た
文
化
施
設
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。「
座
・
高
円
寺
」
の
名
は
、
区
の
広

報
紙
で
愛
称
を
公
募
し
、
全
国
か
ら

１
６
１
７
件
の
応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
、
高

円
寺
在
住
の
方
が
応
募
し
た
最
優
秀
作
品
で

す
。「
座
」
に
は
、「
座
る
」「
人
が
集
う
」

「
な
ご
む
小
屋
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
そ

の
あ
と
に
続
く
地
名
の
「
高
円
寺
」
に
は
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
身
近
な
存
在
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
あ
え
て
閉
ざ
し
た
」
形
の

地
下
３
階
、
地
上
３
階
建
て

「
座
・
高
円
寺
」
の
設
計
者
は
、
国
内
外

で
多
く
の
建
築
を
手
が
け
る
伊
東
豊
雄
氏
。

氏
が
当
初
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
、
四
角
い
テ

ン
ト
小
屋
で
し
た
。
Ｊ
Ｒ
中
央
線
と
交
通
量

の
多
い
環
状
七
号
線
付
近
に
建
つ
た
め
、
騒

音
と
高
さ
制
限
を
考
慮
し
、
建
物
の
半
分
以

上
を
地
下
に
埋
め
た
閉
じ
た
箱
の
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。
実
際
に
は
、

も
う
少
し
天
井
を
高
く
し
た
い
と
い
う
検
討

会
の
意
見
や
、
平
ら
な
屋
根
が
地
域
の
人
々

テ
ン
ト
小
屋
の
よ
う
な
建
物
に
３
つ
の
ホ
ー
ル
を
備
え
た
公
共
劇
場

杉
並
区
立
杉
並
芸
術
会
館
「
座
・
高
円
寺
」
は
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
に
開
館
し
た
本
格
的
な
舞
台
芸
術
の

た
め
の
施
設
で
す
。
個
性
的
な
３
つ
の
ホ
ー
ル
で
は
、
演
劇
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
ロ
ビ
ー
、
カ
フ
ェ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
も
充
実
。
特
集
で
は
、
地
域
に

欠
か
せ
な
い
存
在
の
「
座
・
高
円
寺
」
と
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
た
杉
並
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

杉
並
区
立
杉
並
芸
術
会
館
「
座
・
高
円
寺
」

か
ら
不
評
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
テ
ン
ト

の
よ
う
な
ド
レ
ー
プ
を
持
つ
現
在
の
形
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
建
築
に
は
、「
あ
え

て
閉
ざ
す
こ
と
で
、
新
し
い
芸
術
が
生
ま
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
伊
東
氏
の

期
待
感
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
地
下
）
と
鉄
骨

造
（
地
上
）
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
建
物

は
、
地
下
３
階
、
地
上
３
階
建
て
。
地
上
部

分
に
一
般
の
建
物
の
よ
う
な
柱
は
一
本
も
な

く
、
厚
さ
２
２
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
壁
が
外

周
と
劇
場
と
ロ
ビ
ー
の
間
に
立
ち
、
建
物
全

体
を
支
え
て
い
ま
す
。
１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
か
ら
そ
の
ま
ま
つ
な
が
る
ロ
ビ
ー
に
は
、

丸
窓
か
ら
入
る
自
然
光
と
照
明
の
丸
い
灯
り

が
一
体
化
し
た
、
木
漏
れ
日
が
降
り
注
ぐ
よ

う
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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フ
ァ
ー
ブ
ル
」
は
、
杉
並
区
産
の
野
菜
を

使
っ
た
パ
ス
タ
の
ほ
か
、
ピ
ザ
、
カ
レ
ー
、

和
定
食
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を

ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
で
味
わ
え
る
飲
食
ス

ペ
ー
ス
。
店
内
に
は
自
由
に
閲
覧
で
き
る
絵

本
が
常
時
２
５
０
冊
置
か
れ
、
毎
週
土
曜
日

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
階
に
あ
る
「
演
劇
資
料
室
」
は
、
演
劇

の
図
書
館
で
す
。
現
代
日
本
で
活
躍
す
る
劇

作
家
の
戯
曲
７
０
０
０
冊
の
ほ
か
、
上
演
台

本
、
人
形
劇
や
サ
ー
カ
ス
、
落
語
、
演
芸
関
係

な
ど
の
本
を
収
蔵
し
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日

ま
で
館
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
地
下
２
階
の

「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー
ル
」
と
「
座
・
高
円
寺
２
」

の
共
有
ロ
ビ
ー
は
「
G
a
l
l
e
r
y
・
ア

ソ
ビ
バ
」
と
い
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
お
り
、
絵
画
や
写
真
、
書
な
ど
の

ア
ー
ト
作
品
を
月
替
わ
り
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
ホ
ー
ル
で
の
公
演

が
な
い
日
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
品
創
造
に
必
要
な
け
い
こ
場
、

作
業
場
、
音
響
・
映
像
作
業
室

建
物
の
地
下
３
階
に
は
、
け
い
こ
場
、
作

業
場
、
音
響
・
映
像
作
業
室
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
。
け
い
こ
場
は
３
室
あ
り
、「
座
・
高

円
寺
」
で
上
演
す
る
公
演
の
稽
古
を
中
心
に

企
画
事
業
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た

こ
こ
で
は
二
年
制
の
演
劇
学
校
「
劇
場
創
造

ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
通
年
で
開
講
し
、
俳
優
や

演
出
家
、
劇
場
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
。
さ
ら
に

地
域
の
社
会
人
を
対
象
に
し
た
「
大
人
の
た

め
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

劇
団
『
座
・

高
円
寺
』」
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
な
の
作
業
場
」
の

会
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
場
は
「
作
業
場
１
」（
道
具
製
作
）、

「
作
業
場
２
」（
衣
裳
製
作
）、「
音
響
・
映
像

作
業
室
」
の
３
つ
の
部
屋
に
分
か
れ
て
お

り
、「
座
・
高
円
寺
」
主
催
お
よ
び
提
携
公

演
の
舞
台
美
術
や
衣
裳
、
小
道
具
、
音
響
・

映
像
の
製
作
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

場
で
は
、
中
学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た

も
の
づ
く
り
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
じ
っ
く
り
も
の
づ
く
り
塾
」
も
開
催
し
て

お
り
、
半
年
以
上
か
け
て
製
作
し
た
小
道
具

や
衣
裳
、
最
近
で
は
着
ぐ
る
み
を
作
っ
て
地

下
２
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
催
し
に
対
応
で
き
る

３
つ
の
個
性
的
な
ホ
ー
ル

「
座
・
高
円
寺
」
に
は
、
３
つ
の
個
性
的

な
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。「
座
・
高
円
寺
１
」

は
、
演
目
に
よ
っ
て
舞
台
と
客
席
の
形
状
を

自
由
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
小
劇
場
。
客

席
の
椅
子
が
動
か
せ
る
の
で
、
舞
台
の
両
サ

イ
ド
を
客
席
に
し
た
り
、
舞
台
の
三
方
を
客

席
で
囲
む
こ
と
な
ど
も
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
「
座
・
高
円
寺
」
主
催
の
舞
台
や
杉
並
区

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
日
本
劇
作
家
協
会
の

公
演
、
地
域
の
祭
り
と
連
動
し
た
催
し
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
座
・
高
円
寺
２
」
は
、
固
定
席
を
備
え

た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
区
民
ホ
ー
ル
。
区
民
を

中
心
に
使
い
た
い
人
は
ど
な
た
で
も
申
し
込

み
で
き
、
プ
ロ
の
演
劇
や
ダ
ン
ス
、
音
楽
、

映
画
上
映
、
お
笑
い
、
落
語
な
ど
の
ほ
か
、

区
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
や
集
会
、
発
表

会
、
講
演
会
な
ど
に
も
広
く
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー
ル
」
は
、

高
円
寺
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
阿

波
お
ど
り
の
練
習
や
普
及
振
興
に
優
先
的
に

使
用
す
る
ホ
ー
ル
。
通
常
は
椅
子
と
テ
ー
ブ

ル
は
設
置
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
移
動
式
の

も
の
を
設
置
し
て
集
会
や
会
議
な
ど
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
、
資
料
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

ホ
ー
ル
以
外
の
施
設
も
充
実

館
内
に
は
、
カ
フ
ェ
や
演
劇
資
料
室
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
観
劇
に
限
ら
ず
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り

ま
す
。
２
階
に
あ
る
「
カ
フ
ェ 

ア
ン
リ
・

「座・高円寺２」

「演劇資料室」

「座・高円寺１」

© 宮内勝© 宮内勝

© 齋藤圭吾© 齋藤圭吾

© 宮内勝© 宮内勝

「カフェ アンリ・ファーブル」

©MIHO©MIHO

「阿波おどりホール」

© 齋藤圭吾© 齋藤圭吾
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劇
場
運
営
は
全
国
で
も
珍
し
い

ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
担
う

「
座
・
高
円
寺
」
の
企
画
・
運
営
は
、
杉

並
区
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
業
務
の
委
任

を
受
け
た
ア
ー
ト
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
劇
場
創
造

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｔ
Ｎ
）
が
担
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
団
体
は
、
公
共
劇
場
に
お
け
る
文

化
、
人
材
育
成
、
劇
場
教
育
分
野
で
活
動
を

行
い
、
地
域
か
ら
日
本
全
国
へ
と
市
民
の
文

化
活
動
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
す
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
す
。
杉
並

区
内
に
在
住
す
る
劇
作
家
を
中
心
に
、
自
治

体
文
化
政
策
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
公
共
劇

場
の
運
営
・
制
作
者
、
劇
場
技
術
者
、
俳
優

な
ど
、
各
分
野
の
専
門
家
の
参
画
に
よ
っ
て

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
７
月
に
設
立
し
ま

し
た
。
理
事
長
は
劇
作
家
・
演
出
家
の
マ
キ

ノ
ノ
ゾ
ミ
氏
が
務
め
て
い
ま
す
。「
座
・
高

円
寺
」
の
運
営
に
は
、
Ｃ
Ｔ
Ｎ
会
員
の
幅
広

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
施
設
と
事
業

の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
専
門
家
が
専
従
チ
ー

ム
を
組
織
し
て
お
り
、
芸
術
・
文
化
を
中
心

に
、
地
域
の
特
長
を
生
か
し
た
豊
か
で
質
の

高
い
事
業
を
年
間
通
し
て
展
開
し
て
い
ま

す
。

芸
術
監
督
は
演
出
家
・
劇
作
家
・

俳
優
の
シ
ラ
イ
ケ
イ
タ
氏

指
定
管
理
者
と
と
も
に
「
座
・
高
円
寺
」

の
事
業
を
運
営
す
る
重
要
な
存
在
が
、
芸
術

監
督
で
す
。
開
館
以
来
こ
の
役
目
を
担
っ
て

き
た
佐
藤
信
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
期

芸
術
監
督
を
区
が
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
か
ら
74
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
文
化
・
芸
術
活
動
関
係
者
や
学
識
経
験

者
等
の
外
部
委
員
４
名
と
区
職
員
２
名
で
構

成
さ
れ
る
杉
並
区
立
杉
並
芸
術
会
館
芸
術
監

督
選
考
委
員
会
に
て
第
一
次
で
書
類
審
査
、

第
二
次
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
よ
る
選
考
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
演

出
家
・
劇
作
家
・
俳
優
の
シ
ラ
イ
ケ
イ
タ
氏

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
10

（
２
０
２
８
）
年
６
月
30
日
ま
で
の
５
年
間
。

再
任
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
シ
ラ
イ
氏
は

杉
並
区
の
広
報
紙
等
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

「
こ
れ
ま
で
実
践
さ
れ
て
き
た
先
進
的
な
取

り
組
み
を
他
の
地

域
に
も
発
信
し
、

こ
の
場
所
か
ら
日

本
を
代
表
す
る
よ

う
な
作
品
を
生
み
出
し
た
い
」
と
、
芸
術
監

督
と
し
て
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

区
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

舞
台
「
劇
場
へ
い
こ
う
！
」

「
座
・
高
円
寺
」
が
開
館
時
か
ら
実
施
し

て
い
る
主
催
事
業
に
「
劇
場
へ
い
こ
う
！
」

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
杉
並
区

内
の
小
学
４
年
生
を
無
料
招
待
し
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
制
作
し
た
作
品
を
観
て
も
ら

う
も
の
で
、
劇
場
文
化
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
24

（
２
０
１
２
）
年
か
ら
は
、
区
内
外
の
中
学

生
以
下
を
無
料
招
待
す
る
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
上
演
演
目
は
、

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
『
星
の
王
子
さ

ま
』
を
元
に
し
た
『
小
さ
な
王
子
さ
ま
』
と

宮
沢
賢
治
の
童
話
か
ら
生
ま
れ
た
『
フ
ラ
ン

ド
ン
農
学
校
の
豚
〜
注
文
の
多
い
オ
マ
ケ
付

き
〜
』
の
２
作
品
で
し
た
が
、
令
和
６
年
度

か
ら
は
、
長
年
上
演
し
て
き
た
『
フ
ラ
ン
ド

ン
農
学
校
の
豚
』
に
変
わ
り
、
シ
ラ
イ
ケ
イ

タ
芸
術
監
督
が
演
出
す
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
『
夏
の
夜
の
夢
』
を
上
演
し
ま
す
。
ま
た

主
催
事
業
と
し
て
、
国
内
外
の
舞
台
作
品
を

集
め
た
「
世
界
を
み
よ
う
！
」
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
齢
も
国
籍
も
問
わ
ず
に
楽
し
め

る
セ
リ
フ
が
少
な
い
作
品
が
上
演
さ
れ
る
の

で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
好
評
で

す
。

舞
台
芸
術
の
創
造
と
発
信
、地
域
の
文
化
活
動
の
支
援
な
ど
、多
彩
な
事
業
を
展
開

芸術監督
シライケイタ氏

▲劇場へいこう！
『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き』

©梁丞佑©梁丞佑

▲劇場へいこう！
『小さな王子さま』

©梁丞佑©梁丞佑

▲世界をみよう！
『ロミオとジュリエット』デンマークから来た
アーティストと観客との交流

©梁丞佑©梁丞佑

我が区の「おたから」〜 23 区の魅力を再発見〜

「
座
・
高
円
寺
」
の
活
動
を

支
え
る
劇
場
パ
ー
ト
ナ
ー

杉
並
区
は
「
座
・
高
円
寺
」
の
活
動
を
よ

り
豊
か
で
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
、
日
本
劇
作
家
協
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会
と
共
に
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
日
本
劇
作
家
協
会
は
、
プ
ロ
・
ア
マ
を

問
わ
ず
自
ら
を
劇
作
家
と
す
る
す
べ
て
の
人

が
参
加
す
る
開
か
れ
た
協
会
で
、
劇
作
家
の

権
利
に
関
す
る
活
動
、
雑
誌
の
出
版
や
海
外

へ
の
日
本
戯
曲
の
紹
介
、
新
人
戯
曲
賞
の
審

査
・
運
営
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
活
動
を
行
い

ま
す
。「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、
日
本
劇
作

家
協
会
の
会
員
の
応
募
作
か
ら
推
薦
さ
れ
た

日
本
劇
作
家
協
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
上
演
し
て

い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振

興
協
会
は
、
50
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
東

京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
を
、
本
場
徳
島
の
伝

統
を
継
承
し
つ
つ
、
高
円
寺
の
歴
史
と
文
化

に
つ
な
げ
る
た
め
に
設
立
し
た
協
会
で
す
。

「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー

ル
」
の
運
営
を
通
し
て
、
高
円
寺
阿
波
お
ど

り
の
普
及
・
発
展
活
動
に
協
力
し
、
広
く
世

界
に
向
け
た
高
円
寺
の
「
顔
」
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
３
土
曜
日
に
は
劇
場
前
の
広
場
で

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
座
の
市
」
を
開
催
。

杉
並
区
産
の
野
菜
を
は
じ
め
、
地
元
商
店
の

自
慢
の
味
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
と
共
に
盛
り
上
げ
る

文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
に

杉
並
区
は
、
中
央
線
沿
線
に
は
西
荻
窪
、

荻
窪
、
阿
佐
ヶ
谷
、
高
円
寺
と
４
つ
の
駅
が

あ
り
、
カ
フ
ェ
の
ま
ち
、
ジ
ャ
ズ
の
ま
ち
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
今
回

紹
介
し
た
高
円
寺
は
、
下
町
の
よ
う
な
雰
囲

気
も
あ
り
、
地
元
が
大
好
き
な
人
が
特
に
多

く
住
ん
で
い
る
印
象
の
あ
る
熱
量
が
高
い
ま

ち
で
す
。「
高
円
寺
四
大
ま
つ
り
」
も
、
地

域
が
中
心
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

す
る
人
々
の
意
気
を
感
じ
ま
す
。

杉
並
区
の
文
化
芸
術
の
拠
点
で
あ
り
、
高

円
寺
の
ま
ち
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
も
あ
る

「
座
・
高
円
寺
」
は
、
区
民
に
優
れ
た
舞
台

を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
区
民
の
多
様
な
文
化
活
動

を
実
践
す
る
場
を
提
供
す
る
と
い
う
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
座
・
高
円
寺
の
運

営
を
通
じ
て
文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興
を
図

り
、
地
域
の
個
性
と
結
び
つ
い
た
文
化
の
創

造
、
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
区
民
と
の
協
働
に

よ
っ
て
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
円
寺
四
大
ま
つ
り
な
ど
、

地
域
の
活
動
を
積
極
的
に
応
援

杉
並
区
高
円
寺
に
は
、「
高
円
寺
四
大
ま
つ

り
」
が
あ
り
ま
す
。
春
に
は
「
座
・
高
円
寺
」

の
こ
け
ら
落
と
し
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た

「
高
円
寺
び
っ
く
り
大
道
芸
」。
駅
前
や
神
社

な
ど
の
会
場
で
国
内
外
40
組
以
上
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
が
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
コ
メ
デ
ィ
、

舞
踏
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
夏
に
は
半
世
紀
以
上

に
わ
た
り
高
円
寺
の
文
化
を
支
え
る
「
東
京

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
」。
例
年
１
０
０
万
人
を

超
え
る
人
が
訪
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
連

ご
と
に
個
性
豊
か
な
踊
り
や
お
囃
子
が
観
客

を
魅
了
し
ま
す
。
秋
に
は
音
楽
ラ
イ
ブ
や

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
飲
食
や
物
販
の
出
店
も

楽
し
い
大
文
化
祭
「
高
円
寺
フ
ェ
ス
」、
冬
に

は
落
語
、
太
神
楽
、
紙
切
り
、
講
談
、
浪

曲
、
漫
才
な
ど
、
１
０
０
名
を
超
え
る
芸
人

が
出
演
す
る
寄
席
文
化
を
凝
縮
し
た
よ
う
な

「
高
円
寺
演
芸
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
ホ
ー
ル
を
提

供
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
委
員
会
に
協
力
す

る
な
ど
、
地
域
の
活
動
を
積
極
的
に
応
援
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
座
・
高
円
寺
」
が
よ

り
地
域
に
な
じ
ん
だ
施
設
と
な
る
よ
う
に
、

毎月第３土曜日に開催！「座の市」「高円寺びっくり大道芸」

「東京高円寺阿波おどり」

© 東京高円寺阿波おどり振興協会© 東京高円寺阿波おどり振興協会

 © 澤田昇 © 澤田昇
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「
座
・
高
円
寺
」
の
活
動
を

支
え
る
劇
場
パ
ー
ト
ナ
ー

杉
並
区
は
「
座
・
高
円
寺
」
の
活
動
を
よ

り
豊
か
で
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
、
日
本
劇
作
家
協
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会
と
共
に
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
日
本
劇
作
家
協
会
は
、
プ
ロ
・
ア
マ
を

問
わ
ず
自
ら
を
劇
作
家
と
す
る
す
べ
て
の
人

が
参
加
す
る
開
か
れ
た
協
会
で
、
劇
作
家
の

権
利
に
関
す
る
活
動
、
雑
誌
の
出
版
や
海
外

へ
の
日
本
戯
曲
の
紹
介
、
新
人
戯
曲
賞
の
審

査
・
運
営
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
活
動
を
行
い

ま
す
。「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、
日
本
劇
作

家
協
会
の
会
員
の
応
募
作
か
ら
推
薦
さ
れ
た

日
本
劇
作
家
協
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
上
演
し
て

い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振

興
協
会
は
、
50
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
東

京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
を
、
本
場
徳
島
の
伝

統
を
継
承
し
つ
つ
、
高
円
寺
の
歴
史
と
文
化

に
つ
な
げ
る
た
め
に
設
立
し
た
協
会
で
す
。

「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー

ル
」
の
運
営
を
通
し
て
、
高
円
寺
阿
波
お
ど

り
の
普
及
・
発
展
活
動
に
協
力
し
、
広
く
世

界
に
向
け
た
高
円
寺
の
「
顔
」
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
３
土
曜
日
に
は
劇
場
前
の
広
場
で

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
座
の
市
」
を
開
催
。

杉
並
区
産
の
野
菜
を
は
じ
め
、
地
元
商
店
の

自
慢
の
味
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
と
共
に
盛
り
上
げ
る

文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
に

杉
並
区
は
、
中
央
線
沿
線
に
は
西
荻
窪
、

荻
窪
、
阿
佐
ヶ
谷
、
高
円
寺
と
４
つ
の
駅
が

あ
り
、
カ
フ
ェ
の
ま
ち
、
ジ
ャ
ズ
の
ま
ち
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
今
回

紹
介
し
た
高
円
寺
は
、
下
町
の
よ
う
な
雰
囲

気
も
あ
り
、
地
元
が
大
好
き
な
人
が
特
に
多

く
住
ん
で
い
る
印
象
の
あ
る
熱
量
が
高
い
ま

ち
で
す
。「
高
円
寺
四
大
ま
つ
り
」
も
、
地

域
が
中
心
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

す
る
人
々
の
意
気
を
感
じ
ま
す
。

杉
並
区
の
文
化
芸
術
の
拠
点
で
あ
り
、
高

円
寺
の
ま
ち
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
も
あ
る

「
座
・
高
円
寺
」
は
、
区
民
に
優
れ
た
舞
台

を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
区
民
の
多
様
な
文
化
活
動

を
実
践
す
る
場
を
提
供
す
る
と
い
う
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
座
・
高
円
寺
の
運

営
を
通
じ
て
文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興
を
図

り
、
地
域
の
個
性
と
結
び
つ
い
た
文
化
の
創

造
、
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
区
民
と
の
協
働
に

よ
っ
て
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
円
寺
四
大
ま
つ
り
な
ど
、

地
域
の
活
動
を
積
極
的
に
応
援

杉
並
区
高
円
寺
に
は
、「
高
円
寺
四
大
ま
つ

り
」
が
あ
り
ま
す
。
春
に
は
「
座
・
高
円
寺
」

の
こ
け
ら
落
と
し
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た

「
高
円
寺
び
っ
く
り
大
道
芸
」。
駅
前
や
神
社

な
ど
の
会
場
で
国
内
外
40
組
以
上
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
が
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
コ
メ
デ
ィ
、

舞
踏
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
夏
に
は
半
世
紀
以
上

に
わ
た
り
高
円
寺
の
文
化
を
支
え
る
「
東
京

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
」。
例
年
１
０
０
万
人
を

超
え
る
人
が
訪
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
連

ご
と
に
個
性
豊
か
な
踊
り
や
お
囃
子
が
観
客

を
魅
了
し
ま
す
。
秋
に
は
音
楽
ラ
イ
ブ
や

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
飲
食
や
物
販
の
出
店
も

楽
し
い
大
文
化
祭
「
高
円
寺
フ
ェ
ス
」、
冬
に

は
落
語
、
太
神
楽
、
紙
切
り
、
講
談
、
浪

曲
、
漫
才
な
ど
、
１
０
０
名
を
超
え
る
芸
人

が
出
演
す
る
寄
席
文
化
を
凝
縮
し
た
よ
う
な

「
高
円
寺
演
芸
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
ホ
ー
ル
を
提

供
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
委
員
会
に
協
力
す

る
な
ど
、
地
域
の
活
動
を
積
極
的
に
応
援
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
座
・
高
円
寺
」
が
よ

り
地
域
に
な
じ
ん
だ
施
設
と
な
る
よ
う
に
、

毎月第３土曜日に開催！「座の市」「高円寺びっくり大道芸」

「東京高円寺阿波おどり」

© 東京高円寺阿波おどり振興協会© 東京高円寺阿波おどり振興協会

 © 澤田昇 © 澤田昇
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「特別区全国連携プロジェクト」
の取り組みについて

東
日
本
大
震
災
の
鎮
魂
と
復
興
を
願
い
、
東
北
を
代

表
す
る
6
つ
の
祭
り
が
一
堂
に
会
す
る
「
東
北
絆
ま
つ

り
」
が
、
今
年
は
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

特
別
区
長
会
で
は
、
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
で
、
前
身
で
あ
る
「
東
北
六
魂
祭
2
0
1
5

秋
田
」
か
ら
、
開
催
P
R
の
協
力
や
支
援
金
の
提
供
を

毎
年
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
開
催
P
R
に
つ
い
て

は
、
23
区
の
庁
舎
内
へ
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲

示
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
の
掲
載
な
ど
、
区

民
に
向
け
て
幅
広
く
行
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
現
地
会
場
へ
赴
き
、
特
別
区
の
魅
力

や
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を
P
R
す
る
予
定
で

す
。東

北
絆
ま
つ
り
2
0
2
4
仙
台
　
概
要

◆
日
時

　

令
和
6
年
6
月
8
日
（
土
）、

　
　
　
　
　
　
　

9
日
（
日
）

◆
場
所

　

宮
城
県
仙
台
市
内

◆
主
催

　

東
北
絆
ま
つ
り
実
行
委
員
会

◆
主
な
内
容

東
北
絆
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
、
東
北
6
市
6
祭
り
P
R

ブ
ー
ス
、
東
北
絆
ま
つ
り
展
示
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど

詳
し
く
は
、
東
北
絆
ま
つ
り
2
0
2
4
仙
台
の
公
式

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://tohoku-kizunam
atsuri.jp/

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

特
別
区
で
は
、
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

で
、
大
規
模
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
の
た
め
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
で
は
「
考
え
ら
れ
る

全
て
の
支
援
協
力
を
全
力
で
行
う
」
こ
と
を
、
平
成
28

年
熊
本
地
震
で
は
「
23
区
を
挙
げ
て
支
援
す
る
」
こ
と

を
、
ま
た
、
本
年
1
月
に
発
生
し
た
令
和
6
年
能
登
半

島
地
震
で
は
、「
最
大
限
の
支
援
を
し
て
い
く
」
こ
と

を
、
特
別
区
長
会
で
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
申

し
合
わ
せ
に
基
づ
き
、
特
別
区
は
、
支
援
金
の
提
供
、

職
員
の
派
遣
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
発
災
直
後

か
ら
多
く
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
及
び
熊
本
地
震
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
復
興
に
向
け
て
年
間
を
通
じ
た
中
長
期
派
遣
が
基

本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
5
年
度
ま
で
の
実
績
は
、

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
累
計
7
2
0
1
名
、
熊
本
地

震
被
災
地
へ
累
計
4
3
2
名
と
な
り
ま
す
。
令
和
6
年

度
は
、
復
興
の
進
展
に
合
わ
せ
て
職
員
の
派
遣
要
請
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
13

名
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
熊
本
地
震
被
災
地
へ

の
派
遣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
は
、
短
期
派
遣
と

し
て
、
ご
み
の
収
集
・
運
搬
、
避
難
所
に
お
け
る
住
民

の
健
康
管
理
、
り
災
証
明
書
発
行
の
受
付
等
の
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
を
行
う
た
め
、
累
計
2
2
2
名
を
派
遣
し
て

い
ま
す
（
予
定
含
む
）。
ま
た
、
令
和
6
年
度
か
ら
の

中
長
期
派
遣
と
し
て
、
公
費
解
体
等
に
係
る
各
種
事
務

作
業
等
の
業
務
を
行
う
た
め
、
2
名
を
派
遣
す
る
予
定

で
す
。

特
別
区
で
は
、
引
き
続
き
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の

た
め
、
最
大
限
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

令
和
6
年
度
被
災
地
へ
の

職
員
派
遣

「
東
北
絆
ま
つ
り
２
０
２
４
仙
台
」

開
催
協
力
・
連
携
・
23
区
Ｐ
Ｒ
の

実
施

東日本大震災
� （人）

派遣先自治体名
令和6年度

事務職 技術職 計

福
島
県

南 相 馬 市 1 1 2

富 岡 町 4 4

浪 江 町 2 2

飯 館 村 2 2

双 葉 町 3 3

合　　計 12 1 13

令和6年能登半島地震
� （人）

業務内容 派遣先 延べ派遣数

避難所における住民の健康管理・衛生管理
等業務　等 石川県金沢市 66

ごみの収集・運搬　等 石川県七尾市 42

罹災証明書発行の受付等業務 石川県輪島市 64

住家被害認定2次調査業務等業務 石川県輪島市 24

住家被害認定業務における全壊判定業務
（石川県輪島市分をリモートで対応）

東 京 都 庁 14

公費解体等に係る受付・委託発注業務　等 石川県志賀町 9

被災宅地危険度判定業務 石川県内灘町 3

合　　計 222

※令和6年4月1日現在の集計。延べ派遣数は5月末までの予定を含む。
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■
区
長
会
役
員
等
の
改
選
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
区
市
町
村
災
害
対
応
力
向
上
支
援
事

業
に
つ
い
て

■�
令
和
7
年
度
全
国
市
長
会
要
望
事
項
（
東
京
都
市

区
長
会
案
）
に
つ
い
て

■
地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て

■
令
和
5
年
度
競
馬
開
催
成
績
（
総
括
）
に
つ
い
て

■
東
京
都
競
馬
株
式
会
社
の
現
況
に
つ
い
て

■�

区
立
児
童
相
談
所
の
事
務
の
財
調
上
の
位
置
付
け

に
関
す
る
都
区
W
G
に
つ
い
て

■
都
区
の
あ
り
方
検
討
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
特
別
区
の
対
応
に

つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
東
京
都
市
区
長
会
役
員
会
・
総
会
予

定
議
案
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
全
国
市
長
会
関
東
支
部
役
員
会
・
総

会
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
　
令
和
5
年
度
調
査

研
究
内
容
報
告
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
の
要
望
活
動
に

つ
い
て

■�

特
別
区
議
会
議
長
会
の
活
動
概
要
と
次
期
へ
の
申

し
送
り
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
6
年
4
月
区
長
会
・
議
長
会
の

主
な
案
件
等

4.16

会
長
区

4.18

会
長
議

令
和
6
年
2
月
16
日
開
催
の
第
1
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
任
命
同
意
を
得
て
、
4

月
1
日
付
で
教
育
長
及
び
2
名
の
委
員
が
新
た
に
就
任

し
ま
し
た
。

令
和
6
年
4
月
17
日
開
催
の
第
2
回
特
別
区
・
人
事

厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
長
職
務

代
理
者
に
加
藤
裕
一
委
員
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
組
合

教
育
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
人
事
委
員
会
委
員
長
中
山
弘
子
氏
、
同
委
員

鈴
木
勝
氏
が
、
令
和
6
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
退
任

し
、
新
た
に
中
山
弘
子
氏
の
後
任
と
し
て
松
原
忠
義
氏

が
、
鈴
木
勝
氏
の
後
任
と
し
て
宮
島
香
澄
氏
が
令
和
6

年
4
月
1
日
付
け
で
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

令
和
6
年
4
月
16
日
開
催
の
令
和
6
年
度
第
1
回
特

別
区
人
事
委
員
会
に
お
い
て
、
新
委
員
長
に
松
原
忠
義

委
員
が
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
山
野
岳
義
委
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
区
人
事
委
員
会
の
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

組
合
教
育
委
員
会
教
育
長
等
の

就
任

特
別
区
人
事
委
員
会
委
員
長
等

の
就
任

職　　　名 氏　　名 任　　期 備　　考

教　育　長 加　藤　裕　之
自・令和 6． 4． 1
至・令和 9． 3．31

墨 田 区 教 育 長

＊教　育　長
　職務代理者

加　藤　裕　一
自・令和 6． 4． 1
至・令和10． 3．31

文 京 区 教 育 長

＊委　　　員 金　子　智　雄
自・令和 6． 4． 1
至・令和 7． 5．13

豊 島 区 教 育 長

委　　　員 伊　㟢　みゆき
自・令和 5． 5．15
至・令和 9． 3．31

品 川 区 教 育 長

委　　　員 前　田　小百合
自・令和 5．12．15
至・令和 8． 5．15

杉 並 区 教 育 委 員

＊印：新任

職　　　名 氏　　名 任　　　期
（委員就任年月日） 前　職　等

委　員　長 松　原　忠　義
令和6年4月16日から
令和10年3月31日まで
（令和6年4月1日）

前　 大 田 区 長

委　　　員
（職務代理者）

山　野　岳　義
令和6年4月16日から
令和8年3月31日まで
（平成30年4月1日）

元　人事院事務総長

委　　　員 宮　島　香　澄
令和6年4月1日から
令和7年3月31日まで
（令和6年4月1日）

日本テレビ放送網
株 式 会 社
報道局　解説委員



9

▼�

特
別
区
制
度
の
行
路
　
法
制
関
係
資
料
集

　
　
第
1
期
　
特
別
区
の
誕
生

　
　

令
和
6
年
3
月　

特
別
区
協
議
会
企
画
・
編
集

特
別
区
制
度
は
、
昭
和
22
年
の
地
方
自
治
法
の
制
定

と
と
も
に
誕
生
し
、
そ
の
後
、
昭
和
27
年
、
昭
和
40

年
、
昭
和
50
年
、
平
成
12
年
と
、
4
回
の
大
き
な
制
度

改
正
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
法
制

定
以
来
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
制
度
改
正
を
何
度
も
重

ね
て
き
た
自
治
体
は
他
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
本
書
は
、
特
別
区
と
い
う
制
度
が
ど
の
よ
う
に
し
て

生
ま
れ
、
変
化
し
て
き
た
の
か
、
制
度
改
正
の
際
の
地

方
制
度
調
査
会
の
答
申
や
国
会
等
で
の
議
論
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
地
方
自
治
法
を
中
心
と
す
る

関
係
法
令
は
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
て
き
た
の
か
等
、

法
令
、
国
会
審
議
、
答
申
等
を
中
心
に
関
係
資
料
を
資

料
集
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
今
後
、
第
2

期
以
降
の
資
料
集
も
作
成
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
第
1
期
と
な
る
本
書
で
は
、
東
京
都
制
制
定
前
か
ら

地
方
自
治
法
制
定
後
ま
で
の
時
期
の
関
係
資
料
を
収
録

し
て
い
ま
す
。

︿
目
次
﹀

序　

章　

�

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
地
方
制
度
改

革
の
動
き

第
1
章　

�

第
一
次
地
方
制
度
改
革　

︱
東
京
都
制
等
の
改
正
︱

第
2
章　

改
正
東
京
都
制
の
規
定

第
3
章　

地
方
制
度
調
査
会
の
答
申

第
4
章　

�

第
二
次
地
方
制
度
改
革

︱
地
方
自
治
法
の
制
定
︱

第
5
章　

�

地
方
自
治
法
の
関
係
規
定
と
そ
の
後
の
改

正

第
6
章　

関
連
諸
制
度
の
整
備

特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
P
D
F
デ
ー
タ

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼�

自
治
体
の
係
長
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
上
司
・
部
下
関
係
を
実
証
分
析
で
読
み
解
く

　
　

令
和
6
年
3
月　

大
森
彌　

編

�

（
特
別
区
制
度
研
究
会
執
筆
）

本
書
は
、
当
協
議
会
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
た

「
特
別
区
制
度
研
究
会
」
に
お
け
る
研
究
成
果
を
ま
と

め
て
出
版
し
た
も
の
で
す
。

同
研
究
会
で
は
、
行
政
学
者
と
行
政
実
務
者
と
の
共

同
研
究
に
よ
り
、「
特
別
区
職
員
の
人
材
育
成
に
資
す

る
基
礎
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
、
特
別
区
職
員
を
対
象
と

す
る
大
規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
日
本
で
は
ま
だ
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
Q
方
法
論
調
査
、
現
場
の
係
長
に

対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
等
を
行
い
な
が
ら
、
量
・

質
両
面
か
ら
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
第
Ⅰ
部
で
は
、
自
治
体
職
員
の
現
状
や
仕
事
観
、
上

司
・
部
下
の
関
係
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
係
長
の
役
割

と
重
要
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

第
Ⅱ
部
で
は
、
上
司
・
部
下
関
係
を
基
軸
と
し
て
、

「
組
織
の
中
の
係
長
」
に
視
点
を
当
て
、
組
織
に
お
け

る
係
長
の
多
様
性
、
複
数
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る

現
代
の
係
長
像
な
ど
を
描
い
て
い
ま
す
。

学
術
的
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、
広
く
行
政
職
員
に
も

読
ん
で
も
ら
え
る
も
の
に
す
る
、
と
い
う
故
大
森
彌
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
編
集
方
針
の
も
と
に
執
筆
し
、
出

版
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　︿
目
次
﹀

序　

章　

自
治
体
の
実
態
を
人
間
関
係
か
ら
探
る

第
Ⅰ
部　

職
員
か
ら
み
た
自
治
体
の
す
が
た

第
1
章　

�

自
治
体
職
員
の
構
成

　
　
　
　

︱
組
織
と
職
層
か
ら
み
る
︱

第
2
章　

自
治
体
職
員
の
仕
事
観
と
理
想
の
上
司

　
　
　
　

︱
Q
方
法
論
に
よ
る
分
析
︱

第
3
章　

成
果
を
出
す
自
治
体
の
人
間
関
係

　
　
　
　

︱
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
分
析
︱

第
Ⅱ
部　

自
治
体
を
支
え
る
係
長
の
リ
ア
ル

第
4
章　

係
長
と
は
何
か

第
5
章　

自
治
体
職
員
か
ら
み
た
係
長

第
6
章　

係
長
か
ら
み
た
自
治
体
の
人
間
関
係

終　

章　

変
わ
り
ゆ
く
係
長
の
条
件

�

（
勁
草
書
房
か
ら
出
版　

価
格
4
千
円
+
税
）

　【
問
合
せ
先
】

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
事
業
部
調
査
研
究
課

電
話　

0
3
（
5
2
1
0
）
9
6
8
3

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特別区協議会発行資料等のご紹介
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特別区競馬組合紹介展示
東京シティ競馬展〜トゥインクルレースの魅力紹介〜開催！
5月11日（土）～7月2日（火）※日曜を除く
開催時間：平日9：00～20：30　土曜日9：00～17：00
場　　所：東京区政会館1階エントランスホール
　　　　　（千代田区飯田橋3−5−1）

　日本初のナイター競馬「トゥインクルレース」で有名な東京シティ
競馬（大井競馬場）。実は東京23区が主催しています。
　今回の展示では、新たな3歳ダート三冠競走の創設やオーストラリア
産“白い砂”の導入、世界唯一となる左右両回りコースなど、日本の
ダート競馬界を牽引する東京シティ競馬（大井競馬場）の魅力をたっ
ぷりとご紹介します。

共催：特別区競馬組合・（公財）特別区協議会

東京シティ競馬（大井競馬場）のご案内
　3歳ダート三冠競走や帝王賞、東京大賞典といったダート競馬最高峰のレースが繰り
広げられます。
　平日の夜に開催され都心からのアクセスも良好なことから、会社帰りの方が多く見
られるほか、イルミネーションが充実し、競馬場グルメも多種多様に揃うことから、
若者やカップル、ファミリーの来場も目立つ人気のスポットとなっています。

◦東京メトロ�東西線飯田橋駅 A5出口すぐ 
有楽町線・南北線飯田橋駅 A2出口 徒歩2分

◦都営地下鉄大江戸線飯田橋駅 A2出口 徒歩2分
◦JR中央線・総武線飯田橋駅 東口 徒歩5分
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　2021年に産まれた7,000頭以上の中から、ダートの
世代No.1を決める「東京ダービー（JpnⅠ）」が6月5日
（水）に開催されます（20時10分発走予定）。
　TCK最長となる70回の歴史を持つこの競走は、実力
だけでなく運も要求される伝統の一戦。今年からダー
トグレード競走に変更して行われ、中央所属馬も含め
た全国各地から実力馬が参戦するハイレベルなレース
が展開されます。
　砂のダービー馬に輝くのはどの馬か、BS11にて生中
継もありますので、ぜひご覧ください。

　東京シティ競馬（TCK）の新CM、そして同時に公開したコンセプトムービーのイ
メージソングには、国民的ミュージシャンである稲葉浩志さんが新CMのために作詞／
作曲を行った「Starchaser」を使用。沸々とした静かなる闘志を感じるイントロから始
まり、挑戦心を掻き立てられる躍動感や競走馬がダートコースを駆けるような強さが感
じられるサビで構成されており、今年度のTCKにピッタリな楽曲となっていますので、
ぜひご注目ください。

稲葉浩志さん　新CMイメージソングコメント

　砂塵を舞上げながらダートを疾駆する馬の映像を見て、
「おまえはまだこの意気で走れんのか？」と自問しながら
この曲を作ったので、自分にとってもとてもリアルな作品
となりました。
　TCKの新たな幕開けの高揚感をこのStarchaserとともに
味わっていただければ最高です。
� 稲葉浩志

東京シティ競馬　2024年度
新CMのイメージソング「Starchaser」は

稲葉浩志さんによる書き下ろし！

〜砂のダービー馬に輝くのはどの馬か〜
6月5日（水）は東京ダービー（JpnⅠ）！

昨年の東京ダービー優勝馬　ミックファイア号

　●BS11放送内容
　　放 送 日：2024年6月5日（水）
　　放送時間：19：00～20：58
　　レース名：第70回東京ダービー（JpnⅠ）第11競走（20時10分発走予定）他

TCKの
中継情報
はこちら
▶▶▶

コンセプト
ムービーは
こちらから
チェック！

▶▶▶



　

12

特別区職員研修所からのご案内

7月の研修メニューを紹介します

研修名：試行研修
ステップアップ研修「EBPMとデータ利活用」

対　象：�全職員	
（メインターゲット：課題解決に対するデータを収集・分析し、政策・事業立案に活用したい職員）

ねらい：�EBPMの必要性を理解した上で、データ収集・分析に関する知識を習得し実践的なデータ利活用及び政策立案能力の向上を図る。
内　容：�・EBPM（証拠に基づく政策立案）とは	 ・データの種類とさまざまな分析手法	

・相関関係・因果関係	 ・説得力のあるエビデンスの作り方　　など	
　※EBPM及びデータ利活用、データ分析等の概念を学ぶ研修です。

日時：�7月1日（月）	
13：30～17：00

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）

専門研修
戸籍実務（証明）① 7月下旬 戸籍証明事務を担当する職務経験１、２年程度の職員
滞納整理マネジメント 7/26（金） 税金、保険料等各種収納金の滞納整理事務においてチームリーダー等を担う職員
自治体債権の管理・回収（基礎） 7/11（木）・7/12（金） 債権の管理・回収業務を担当する職員
医師 7/4（木） 保健所・保健センター等に勤務する医師・保健師
中堅保健師 7/2（火）・8/26（月） 保健所・保健センター等に勤務する職務経験が概ね10年以上の保健師
公衆衛生行政 7月中旬 保健所・保健センター等に勤務する職務経験１年程度の職員
子どもの発達障害① 7/19（金） 発達障害のある子どもへの支援に携わる職員

生活保護ケースワーカー①② ①7/12（金）・7/17（水）
②7/12（金）・7/23（火） 生活保護業務に携わる地区担当員

児童相談所関連研修

動機づけ面接② 7/2（火）・7/4（木） 児童相談所、こども家庭センターに勤務する職員
子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

司法面接② 7/8（月）・7/9（火） 児童相談所、こども家庭センターに勤務する職員
子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

児童福祉司(応用)Ⅰ① 7月下旬 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
虐待対応の実務経験があり基本的な用語、法制度等をおおむね理解できている職員

一時保護所職員Ⅰ 7月下旬 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

ステップアップ研修

説明力・交渉力強化③④ ③7/2（火）・7/3（水）
④7/30（火）・7/31（水） 係長級以下の職員 ★�区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説明や交渉力を身につけた

い主任以下の職員

協働型リーダーシップ③ 7/3（水） 主任以下の職員 ★�リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶことで、職場のモチ
ベーション向上や業務改善・職場改善に貢献したいと考えている主任の職員

集客力を高めるチラシ・
伝わる資料のつくり方③ 7/5（金） 主任以下の職員 ★区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主任以下の職員

コミュニケーションスキルアップ② 7/5（金） 全 職 員 ★�区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケーションスキルを身
につけたい採用2～6年目程度の職員

クレーム対応③ 7/9（火） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員
思考力・論理構築力向上④ 7/24（水） 係長級以下の職員 ★主任の職員

メンタルヘルスマネジメント② 7/25（木） 係 長 級 の 職 員 ★�メンタルヘルスについての正しい知識とメンタルヘルス不調の予防や早期発見・
早期対応方法等のマネジメント知識を身につけたい係長級の職員

対話によるポジティブ・アプローチ② 7/31（水）・8/1（木） 係長級以下の職員 ★主任の職員
サポート研修

地方自治法② 7/17（水） 1 級 職 の 職 員 ★�法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから地方自治法を意識し
て実務を行っていきたい1級職の職員

地方公務員法② 7/19（金） 1 級 職 の 職 員 ★�地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務を行いたい1級職の職員
試行研修

地方公務員法・地方自治法の知って
おきたいポイント（eラーニング）② 7/22（月）～8/16（金） 1 級 職 の 職 員 ★�eラーニングにより初歩的な地方公務員法及び地方自治法を学びたい職員（採用 

4～5年目程度の職員）

デジタル業務改善・改革 7/18（木） 係長級以下の職員 ★�デジタル技術を活用した業務改善・改革（BPR）に関心があり、その手法につい
て学びたいと考えている職員

動物愛護管理行政 7/4（木） 保健所等において動物愛護管理業務に従事する職員

児童相談所関連トピックス① 7月中旬
（1）児童相談所、こども家庭センター等の職員
（2）子ども家庭福祉行政に携わる職員
（3）教育等に係る職員

※紙面の都合上、7月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部8月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込期限
（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※�研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.html）も
ご覧ください。

（特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
6月開講講座のご案内です！！

●カーボンニュートラルと建築　
国内外の現状と技術的な対策� 【講座コード：2411G010】

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

　パリ協定の履行に向けて、日本をはじめとした多くの
国々が2050年までのカーボンニュートラルを目指してい
る。建築物は建設時のCO2排出量が多いが、それ以上に建
設後の運用時におけるエネルギー消費等に伴うCO2排出量
が多い。しかしながら、現在の施策は再生可能エネルギー
に偏っており、最も費用対効果の高い省エネルギー対策が
充分とはいえない状況にある。 
　本講義では、国内外における建築分野におけるCO2排出
の現状について、研究事例を踏まえてレビューを行う。世
界で広がっているグリーンビルディングやZEB（ネットゼ
ロエネルギービル）の施策や実性能評価に関するものであ

る。それらを踏まえて、今後のカーボンニュートラル実現
に向けた技術的な対策について紹介する。近年注目されて
いるDX（デジタルトランスフォーメーション）の建築分
野における 利活用など、進行中の研究事例等を紹介する。

講　師：一ノ瀬 雅之　�東京都立大学	
都市環境学部　准教授

日　時：�6月14日（金）	
16：00〜17：30（全1回）

受講料：3,000円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

●「病は気から」の脳科学　
こころとからだの精巧な関係� 【講座コード：2411B002】

　「病は気から」と昔からよく言われますが、あなたは信
じますか？精神状態がガンの進行に関わるといわれたらど
う思いますか？病気とまではいかないけれど、ストレスな
どからくるからだのだるさ、体調不良を経験したことのあ
る人は多いはずです。これは、単なる気のせいなんかでは
なく、こころとからだをつなぐしくみがあるからです。そ
のしくみを解き明かすキーとして、本講座では脳・神経科
学を取り上げ、脳からみた「病は気から」のしくみについ
て解説します。
・こころとからだの健康：ストレスと脳
・外敵から身体を守る：免疫系

・ホメオスタシスの制御機構：自律神経系と内分泌系
・こころの神経科学：抑うつと脳

講　師：北 一郎　�東京都立大学	
大学教育センター　教授

日　時：�6月4日、11日、18日、25日（火）	
18：00〜19：30（全4回）

受講料：10,100円
場　所：オンライン
※�パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての	
《オンライン形式》講座となります。
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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
は
、

23
区
の
家
庭
等
か
ら
出
る
ご
み
を
中
間

処
理
し
て
お
り
、
23
区
内
に
22
施
設

（
建
替
え
中
の
2
工
場
を
含
む
。）
あ
る

清
掃
工
場
、
2
施
設
あ
る
不
燃
ご
み
処

理
セ
ン
タ
ー
、
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
施
設

及
び
品
川
清
掃
作
業
所
（
し
尿
等
の
処

理
）
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
一
組
の
事
業
を
広
く
区
民
に

知
っ
て
も
ら
い
、
環
境
や
ご
み
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
清
掃
工

場
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
だ
け
で
は
な

く
、
区
の
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
出

展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
清
掃
工
場
に
お
い
て
「
個

人
見
学
会
」
を
月
1
回
程
度
実
施
し
て

い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
は
、
特
別
に

親
子
を
対
象
と
し
た
「
親
子
見
学
会
」

を
開
催
し
て
い
る
清
掃
工
場
も
あ
り
ま

す
。今

回
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
清
掃
工

場
と
す
る
た
め
の
清
掃
一
組
の
様
々
な

取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
区
民
参
加
型
の
取
組

1
　
清
掃
工
場
で
行
う
イ
ベ
ン
ト

工
場
の
敷
地
を
利
用
し
て
、
所
在
区

や
地
域
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
清

掃
工
場
に
お
け
る
環
境
フ
ェ
ア
等
（
以

下
「
工
場
フ
ェ
ア
」
と
い
う
。）
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
令
和
5
年
度
は
、
多

摩
川
、
世
田
谷
、
杉
並
、
板
橋
、
葛
飾

の
5
工
場
で
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
開
催
し
ま
し
た
。

通
常
、
工
場
内
は
清
掃
車
が
ご
み
を

搬
入
し
て
い
る
た
め
、
自
由
に
見
学
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
工
場

フ
ェ
ア
」
で
は
構
内
道
路
が
開
放
さ

れ
、
区
の
協
力
に
よ
る
清
掃
車
へ
の
ご

み
積
込
み
体
験
や
、
地
域
住
民
の
方
に

よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
催
さ
れ
る

も
の
も
あ
り
、
見
ど
こ
ろ
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
普
段
は
見
学
で
き
な
い
場

所
を
、
当
日
限
定
で
見
学
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
由
に
ご

来
場
い
た
だ
け
ま
す
。
開
催
日
時
等

は
、
清
掃
一
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
す
る
ほ
か
、
各
区
の
広
報
誌
等
で

も
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
近
く
の
清
掃
工
場
に
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

2
　
各
区
で
行
う
イ
ベ
ン
ト

清
掃
一
組
で
は
、
工
場
で
開
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
以
外
に
、
各
区
で
実
施
し
て

い
る
環
境
フ
ェ
ア
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
、
清
掃
工
場
で
行
っ
て
い
る
中

間
処
理
や
工
場
の
役
割
・
仕
組
み
な
ど

に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

工
場
の
あ
る
区
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
工
場
が
直
接
、
出
展
・
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
内
に
清
掃

工
場
が
な
い
区
で
開
催
さ
れ
る
環
境
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
区
政
会
館
内
に
あ
る
本

庁
舎
に
勤
務
す
る
職
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
出
展
・
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

各
区
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
、
清
掃
工
場
を
は
じ
め

と
し
た
中
間
処
理
施
設
の
役
割
や
、
23

区
の
共
同
処
理
の
意
義
な
ど
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
捉
え
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。

各
イ
ベ
ン
ト
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ

ひ
清
掃
一
組
の
ブ
ー
ス
に
も
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

3
　
清
掃
工
場
の
見
学
会

清
掃
工
場
で
は
、「
個
人
見
学
会
」

を
月
に
1
度
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

見
学
会
の
基
本
的
な
流
れ
は
、
清
掃

工
場
を
紹
介
す
る
説
明
映
像
を
ご
覧
い

た
だ
い
た
後
、
実
際
に
工
場
見
学
ル
ー

ト
を
案
内
し
、
最
後
に
質
疑
応
答
を
行

い
ま
す
。

所
要
時
間
は
お
よ
そ
1
時
間
30
分

で
、
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申

込
み
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
（
7
月
〜
8

月
）
に
は
、
個
人
見
学
会
を
「
親
子
見

学
会
」
と
し
て
、
子
ど
も
の
い
る
ご
家

庭
を
対
象
と
し
た
見
学
会
を
開
催
す
る

工
場
が
あ
り
ま
す
。

個
人
見
学
会
の
内
容
に
加
え
、
清
掃

車
を
は
じ
め
と
し
た
車
両
展
示
や
ご
み

の
積
込
み
体
験
、
親
子
で
楽
し
め
る
実

験
な
ど
を
行
う
工
場
や
、
普
段
と
は
違

う
見
学
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
る
工
場

も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
見
学
会
は
人
気
が
あ
り
、

す
ぐ
に
定
員
に
達
す
る
場
合
も
あ
り
ま

地域に開かれた清掃工場をめざして

としまエコライフフェア
煙突輪投げの様子（豊島清掃工場）

ごみ怪獣「カーネン」

杉並清掃工場環境フェア
専用地下道探検（杉並清掃工場）

環境フェスタたいとう
（台東区生涯学習センター）
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す
。
気
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
早
め
に
各
清
掃
工
場
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
取
組

4
　
運
営
協
議
会

運
営
協
議
会
は
、
地
域
住
民
代
表
の

方
、
工
場
所
在
区
、
清
掃
一
組
の
三
者

で
構
成
し
、
年
に
1
〜
2
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

運
営
協
議
会
で
は
、
工
場
の
操
業
状

況
や
環
境
調
査
結
果
な
ど
を
報
告
し
て

い
ま
す
。

操
業
状
況
で
は
、
ご
み
の
搬
入
量

や
、
焼
却
炉
の
稼
働
状
況
な
ど
を
報
告

し
て
い
ま
す
。

環
境
調
査
結
果
で
は
、
定
期
的
に
測

定
し
て
い
る
排
ガ
ス
、
排
水
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
測
定
結
果
を
報
告

し
て
い
ま
す
。
各
工
場
で
は
、
法
律
よ

り
も
厳
し
い
基
準
を
設
け
て
、
環
境
汚

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
工
場
見
学
者
数
の
報
告

や
、「
工
場
フ
ェ
ア
」
の
案
内
な
ど
も
行

い
、
地
域
住
民
の
方
や
工
場
所
在
区
職

員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

配
布
資
料
は
、
清
掃
一
組
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
清
掃
工
場
が
ど
の
よ
う
に
操
業
し

て
い
る
の
か
、
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

5
　
環
境
測
定
結
果
等
の
公
表

前
述
の
運
営
協
議
会
に
加
え
て
、
清

掃
一
組
で
は
、
各
清
掃
工
場
の
環
境
調

査
結
果
等
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
工
場

に
設
置
し
た
測
定
器
で
の
結
果
だ
け
で

は
な
く
、
第
三
者
機
関
に
調
査
を
依
頼

し
た
結
果
も
併
せ
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
測
定
結
果
や
維
持
管
理
状

況
は
、
定
期
的
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

6
　
広
報
活
動

清
掃
一
組
や
清
掃
工
場
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
工
場
で
は
年
2
回
程
度
、
清
掃

工
場
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

運
営
協
議
会
の
報
告
や
、
工
場
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
な
ど
を
掲
載
し
、
工
場
や

区
施
設
の
ほ
か
、
周
辺
の
町
会
・
自

治
会
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
運

営
協
議
会
の
報
告
や
清
掃
工
場
だ
よ

り
の
掲
載
の
ほ
か
、
環
境
報
告
書
や

各
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
清
掃
工
場
紹
介
動
画
等
を

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
に
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
、
清
掃
一
組
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
工
場
や
イ
ベ

ン
ト
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

管
理
課
）

親子見学会
（光が丘清掃工場）

運営協議会の様子
（目黒清掃工場）

工場だより・環境報告書

清掃一組ホームページ

清掃一組   で検索

清掃工場一覧
施設名 所　在　地 電話番号 施設名 所　在　地　 電話番号
中　央 中央区晴海5－2－1 3532-5341 豊　島 豊島区上池袋2－5－1 3910-5300
港 港区港南5－7－1 5479-5300 板　橋 板橋区高島平9－48－1 5945-5341
品　川 品川区八潮1－4－1 3799-5353 練　馬 練馬区谷原6－10－11 3995-5311
目　黒 目黒区三田2－19－43 5708-5314 光が丘 練馬区光が丘5－3－1 5967-1356
大　田 大田区京浜島3－6－1 3799-5311 墨　田 墨田区東墨田1－10－23 3613-5311
多摩川 大田区下丸子2－33－1 3757-5383 新江東 江東区夢の島3－1－1 5569-5341
世田谷 世田谷区大蔵1－1－1 3416-5355 有　明 江東区有明2－3－10 3529-3751
千　歳 世田谷区八幡山2－7－1 3302-2590 足　立 足立区西保木間4－7－1 3859-4475
渋　谷 渋谷区東1－35－1 3498-5311 葛　飾 葛飾区水元1－20－1 5660-5389
杉　並 杉並区高井戸東3－7－6 3334-5301 ※北・江戸川清掃工場は建替え工事中
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　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 購買金額

1 4/8～4/12 9,759,722,730円 1,126,214人 1,951,944,550円 225,243人 8,670円 87.5% 96.4% 90.8%

★令和5年度は全99日間の開催
　令和5年度の東京シティ競馬（TCK）
は、令和5年4月17日から令和6年3月22
日までの間に、合計99日間の開催を行
いました。（当初予定していた9月8日
の開催は、台風13号の影響により安全
かつ公正な競馬の実施は困難と判断し
取り止めました。また、12月5日は、電
気系統のトラブルの影響により開催を
取り止め、12月9日に代替競馬（無観
客）を実施しました。）
　このうち、夜間開催は80日間（1日
増）、昼間開催は15日間（増減なし）、
年末開催は3日間（増減なし）JBC開
催は1日（1日増）でした。
★年間売上が過去最高を記録
　令和5年度の年間売上は207,078,964,150�
円となり、令和4年度を超え2年連続の
過去最高を記録しました。また年間の総
利用者数は22,516,996人でした。なお、
1日平均では、売得金額は2,091,706,710
円で前年度比103.81%、利用者数は
227,444人で前年度比105.01%となりま
した。
★JBC競走の実施
　大井競馬場と門別競馬場において
ダート競馬の祭典「JBC2023」を開催
しました。コロナ禍が明け4年ぶりに
入場制限のないJBC開催となり、大井
競馬場は2万4千人を超える入場者で大
いに賑わいをみせました。
★南関東3歳クラシック三冠馬の誕生
　TCK所属のミックファイア号は、羽
田盃（SⅠ）、東京ダービー（SⅠ）ジャ
パンダートダービー（JpnⅠ）を無敗で
制し、トーシンブリザード号以来、22
年ぶり史上2頭目となる無敗の南関東3
歳クラシック三冠馬となりました。
★�地方所属馬史上初のアメリカGⅠ
競走出走

　TCK所属マンダリンヒーロー号が現
地時間4月8日（土）にアメリカのサン
タアニタ競馬場で開催された、サンタ
アニタダービー（GⅠ）に出走し、2着
となりました。地方所属馬としては史
上初のアメリカGⅠ出走となりました。

また、同馬は、同年5月6日（土）にアメ
リカのチャーチルダウンズ競馬場で実施
されたケンタッキーダービー（GⅠ）へ
も出走しました。結果は12着でした。
★令和6年度に向けて
　大井競馬場内の賑わいが少しずつ戻
り、売上も堅調に推移していますが、他
公営競技をみると前年度の売上を下回
るなど油断のならない状況であります。
　令和6年度においては、新たなダート

競走体系が展開される年であることか
ら、3歳ダート三冠競走を始めとした
魅力ある競走を着実に実施するととも
に、情報発信を通じた利用促進と定着
を図る事業や、お客様視点に立った満
足度の高いサービスの提供、観戦環境
の整備及び厩舎・調教施設の再整備に
取り組むことで、収益確保と持続的な
発展につなげていきます。
� （特別区競馬組合経営企画室）

令和5年度売得金総括表

区　分
売得金額 1日平均売得金額

備　考
金　額 占有率 金　額 占有率 対前年度比

総

売

得

金

売 得 金 総 額 207,078,964,150円 100.0% 2,091,706,710円 100.0% 103.81% 99日間（2日増）
大 井 競 馬 場 7,831,951,400円 3.8% 79,917,900円 3.8% 130.49% 98日間（1日増）
オ フ ト 後 楽 園 2,972,444,800円 1.4% 30,331,100円 1.5% 89.65% 98日間（1日増）
オ フ ト 汐 留 613,547,500円 0.3% 6,260,700円 0.3% 119.56% 98日間（52日増）
オ フ ト 京 王 閣 355,881,300円 0.2% 3,631,400円 0.2% 91.81% 98日間（1日増）
オ フ ト 伊 勢 崎 237,521,800円 0.1% 2,423,700円 0.1% 112.35% 98日間（1日増）
オフトひたちなか 449,445,400円 0.2% 4,586,200円 0.2% 98.75% 98日間（1日増）
オ フ ト 大 郷 431,715,500円 0.2% 4,405,300円 0.2% 115.20% 98日間（1日増）
新 潟 地 区 643,417,000円 0.3% 6,565,500円 0.3% 93.70% 98日間（1日増）
山 形 地 区 696,136,900円 0.3% 7,103,400円 0.3% 92.96% 98日間（1日増）
益 田 場 外 87,971,000円 0.1% 1,072,800円 0.1% 87.25% 82日間（15日減）
南関東相互場外 3,945,582,900円 1.9% 40,261,100円 1.9% 97.05% 98日間（1日増）
広 域 場 外 8,770,763,200円 4.2% 89,497,600円 4.3% 101.62% 98日間（1日増）
S P A T 4 112,780,763,150円 54.5% 1,139,199,630円 54.5% 102.42% 99日間（2日増）
JRAネット投票 36,140,316,200円 17.5% 657,096,700円 31.4% 103.94% 55日間（6日増）
楽 天 31,121,506,100円 15.0% 314,358,600円 15.0% 96.49% 99日間（2日増）

令和5年度入場・利用人員総括表

区　分 入場・利用人数計
1日平均入場人員

備　考
人　数 対前年度比

総

利

用

人

員

入場・利用人員計 22,516,996人 227,444人 105.01% 99日間（2日増）
大 井 競 馬 場 449,021人 4,582人 151.57% 98日間（1日増）
オ フ ト 後 楽 園 245,806人 2,508人 92.48% 98日間（1日増）
オ フ ト 汐 留 37,889人 387人 118.71% 98日間（52日増）
オ フ ト 京 王 閣 26,861人 274人 94.81% 98日間（1日増）
オ フ ト 伊 勢 崎 57,670人 588人 125.91% 98日間（1日増）
オフトひたちなか 65,513人 669人 119.25% 98日間（1日増）
オ フ ト 大 郷 53,678人 548人 123.70% 98日間（1日増）
新 潟 地 区 59,103人 603人 105.24% 98日間（1日増）
山 形 地 区 29,191人 298人 98.35% 98日間（1日増）
益 田 場 外 9,970人 122人 91.04% 82日間（15日減）
南関東相互場外 392,933人 4,010人 103.03% 98日間（1日増）
広 域 場 外 1,724,233人 17,594人 100.08% 98日間（1日増）
S P A T 4 10,140,525人 102,430人 103.05% 99日間（2日増）
JRAネット投票 5,747,044人 104,492人 100.15% 55日間（6日増）
楽 天 3,477,559人 35,127人 102.24% 99日間（2日増）

・占有率などは、原則として各表内計数により計算している。
・各表の計数は、原則として表示単位未満を四捨五入している。

令和5年度TCK開催成績（総括）について
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6月の開催予定
1 2 3 4 5 6 7 8 9
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

東京ダービー 帝王賞

大井競馬開催 大井競馬開催

川崎競馬開催

浦和競馬開催

馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

競

帝王賞（JpnⅠ）
●6月26日（水）
●2,000m
ダート部門の実力馬たちが全国各地から集う上半期
のグランプリレースです。1995年から地方・中央の
指定交流競走となり、大井記念をステップに勝ち上
がってきた南関東所属馬や他地区の実力馬に加え、
JRAの名だたる強豪馬が一堂に会するレースとして、
広く注目が集まります。

東京ダービー（JpnⅠ）
●6月5日（水）
●2,000m
日本のダート競馬の3歳チャンピオン決定戦として、
今年からダートグレード競走（JpnⅠ）として実施されま
す。TCK最長となる70回の歴史を持ち、実力だけで
なく運も要求される伝統の一戦としてこれまで数多く
の名馬が誕生してきました。2021年に産まれた
7,000頭を超えるライバルを退け「砂のダービー馬」
に輝くのはどの馬か注目です。

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

船橋競馬開催

5月の開催予定
1 2 3 4 5 6 7 8 9

大井記念

大井競馬開催

川崎競馬開催

浦和競馬開催

馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

競

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

大井記念（SⅠ）
●5月15日（水）
●2,000m
レース名は1950年5月の大井競馬場開場に由来します。6月に行われる「帝王賞」と同舞
台・同距離（2,000m）で行われるステップレースとして実施され、2018年にはグレードも
「SⅠ」に格上げとなり、南関東代表馬決定戦の意味合いがさらに強まりました。
＜1着馬・2着馬に帝王賞の優先出走権を付与＞

船橋競馬開催

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

船橋競馬開催


